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行動原則は、社協に勤務する全職種の職員が共有し、その一人一人が主体的に取

り組むべき課題やめざすべきあり方を、社協職員はもとより、社会福祉協議会内外の

関係者に対して明文化し、社協活動の活性化を図ることを目的としています。 

今ここに、これまで築き上げてきた社協職員としての価値観や使命感を行動原則と

して共有し、誇りをもって、これまで以上に社協活動を活性化することを約束します。 

 

 

社協がめざす地域の姿 

「みんなでつくり支え合う安心ある福祉のまち」 

 

 

 

〇 わたしたちは、人々の尊厳と自己決定を尊重し、誰も取り残されない住みやす

い地域づくりを推進します。 

 

〇 わたしたちは、住民が身近な地域における福祉について関心を持ち、福祉活動

に参加する住民主体による福祉コミュニティづくりをめざします。 

 

〇 わたしたちは、地域課題を市全体の問題と捉え、多様な機関と連携・協働によ

り課題解決に取り組み、成果を生み出し、信頼される社協をめざします。 

 

〇 わたしたちは、自己研鑽とチームワークを大切にし、専門性を高め、連携とチャ

レンジ精神で業務に取り組みます。 

 

〇 わたしたちは、法令を遵守し、社協の組織や事業に関する説明責任を果たし、

信頼される社協づくりをすすめます。 

 

〇 わたしたちは、常に自らの行動や判断が正しいか公平で適切かを顧み、よりよ

い対応を心がけます。 

 

〇 わたしたちは、職場環境にも配慮し職員一人一人が安心して力を発揮できる

環境づくりを心がけます。 


